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敦 煙 写 本-P. tib. 1257-に 見 ら れ る

経 論 リ ス トに つ い て

赤 松 孝 章

1. 敦焼チベ ツト文献P. tib. 1257は, 10ペ ージか ら成る冊子形の写本である1)。

はじめの3ペ ージには, 仏教経典 ・論書合わせて85部 のタイ トルを, チベット語

と漢文で併記, 列挙してお り, 後半の7ペ ージは, 約570語 に及ぶ仏教用語のチ

ベット語 と漢文とによる語彙集, グロヅサ リーとなっている。 この後半の語彙集

の部分については, 近年, 袴谷憲昭氏と木村隆徳氏とによる詳しい研究論文が発

表されたし2), 他にも数人の研究者がP. tib. 1257に 注 目していたけれども 前

半部分の経に リス トについては, 未だ明らかにされていない。

かつて, われわれは, P. tib.758が, 鳩摩羅什訳 『阿弥陀経』からの重訳本

の写本断片である, とい うことを報告 した3)。そして, P. tib. 758の 尾題には

sNamg ha mtja yas kyi mdo とあ り, チベ ット大蔵経に入蔵され ている訳

本のタイ トル b De ba can gyi bkod pa (北 京版, No. 783)と は異なっており

今のP. tib. 1257の 中に同じ経題が存在している, とい うことを指摘 しておいた

のである。その際, 他の経論のい くつかのタイ トルも, 現存蔵経本のそれ と相違

していること, また, チベット訳は現存しないとされている経論 のチベ ット語タ

イトルがP. tib. 1257に 認められることの2点 において注意を留めていたところ

である。

チベッ トにおける仏典翻訳の初期の実情に関しては, まだまだ明確にされてい

ない今野であるが, 敦燈チベット文献を資料に加えることが可能になって以来

徐々に, その端緒がつかめてきたように思われる。そうした 意味 にお いてP

tib. 1257の 経論 リス トの性格を明らかにしておくことは, チベットの初期翻訳事

業を解明してい く上でも, また今後, 敦焼チベヅ ト文献の研究を進めていく上で

も, 必要な基礎作業のひとつであると思 う。

I1。 そこで, まず問題 となるのは, P. tibJ257に 列挙された85部 の経論が, ど

うい う目的でリス トアップされたのか, とい うことである。ただア トランダムに

収集した, とい うのではな く, 何らかの意図がそこにあったはずである。形式的

には,『翻訳名義大集』に類似す るが, 列挙 される順番 も経題もそのものにも大
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きな 相 違 が認 め られ る。 一 方, 中 国 で編 纂 され た 一 切 経 目録, い わ ゆ る経 録 は,

唐 代 ま で に編 纂 され た もの で現 在 残 って い る ものが15種 類 あ るが, そ れ らに 照 合

して み る と, P. tib. 1257の85部 の 経論 の 内77部 まで が 『大 唐 内 典 録 』巻 第8「 歴

代 衆 経見 入蔵 録 」(『大正蔵』vol. 55, Pp. 302-312)に 符 合 す る こ とがわ か った。 『大

唐 内典 録 』 巻 第8に は, 801部 の経 論 が収 録 され て い て, そ の数 か らい え ぽ 割

に も満 た な い が,『 大 唐 内 典 録 』 か ら抄 出 した形 で, 順 次, P. tib. 1257に そ の漢

訳 題名 を見 る こ とが で き る。 また, P. tib. 1257の 第15番 目にr央 掘摩 経 』 とい

う漢 訳 名 が あ るが, それ と同 じ経 名 を 出す の は 『大 唐 内典 経 』 だ け で, そ れ 以 外

の 経録 で は 『央 掘 魔 羅 経』 あ る い は 『央 堀 摩 羅 経 』 な ど とな っ てい る。 こ うした

例 は, 他 に もい くつ か 見 出せ るが, この 点 か ら も, P. tib. 1257が 『大唐 内典 録 』

を 手 本 と して 成 立 した もの で あ る こ とが知 られ る の で あ る。 この 『大 唐 内典 録 』

巻 第8「 歴 代 衆 経 見 入 蔵 録 」 は, 編 集 者 で あ る道 宣 が, 西 明寺 に保 存 され て いた

蔵 経 に 基 づ い て 作 成 した 目録 で あ る。 こ うした事 実 を鑑 み て み る と, P. tib. 1257

の リス トは, 敦煙 の ど こか の 寺 院 に存 在 した チ ベ ッ ト訳 経論 の 目録 で は な いか, 

と推 測 され るの で あ る。 そ の 寺 院 が具 体 的 に ど こで あ る のか, 確 定 は し 得 な い

が, 可 能 性 と して 「大 雲寺 」 を あ げ る こ とが で きる。P. tib. 1257の 第3ペ ー ジ 目

の 余 白部 分 に,「 大 雲 寺 張 閣 和 上 」 の記 録 が あ り, 続 い て 『大 乗 百 法 明 門 論 開 宗

義 記 』 とい う首 題 と, そ の 冒頭 部 分 が 書写 され て い る。 この 『大乗 百 法 明 門論 開

宗 義 記 』 は, 西 明 寺 に 学 ん で760年 頃敦 煤 に 入 った 曇瞳 が そ の地 で著 作 した もの

であ る4)。 「張 閣和 上 」 な る 人物 に つ い て は不 明 であ るが,「 大雲 寺 」 が敦 煙 に 存

在 した 官 寺 のひ とつ で あ る こ とは, す で に 知 られ る と ころ で あ る5)。 そ して, 敦

煤 の諸 寺 が そ れ ぞ れ の 蔵 経 目録 を所 有 して い た こ と も確 認 され て い る6)。

III. 次 に問 題 とな る の は, P. tib. 1257に 載 せ られ て い る経論 の チ ベ ッ ト訳 が, 

当 時 のチ ベ ッ トに 実 在 して い た の か ど うか, さ らに, 実在 して いた とす る な らぽ, 

ど の よ うな チ ベ ッ ト訳 で あ った の か, とい う2点 で あ る。

P. tib. 1257の85部 の チ ベ ッ ト語 題名 の 内, 蔵 経 本 の それ と概 ね 同一 と見 な さ

れ る も のは25部(6, 10, 11, 13, 14, 17, 19, 22, 27, 32, 33, 36, 38, 43, 52, 57, 62, 64, 66, 69, 76,

77, 78, 80, 82)あ り, 異 な る もの は36部(1, 2, 4, 5, 9, 12, 15, 16, 20, 21, 25, 26, 30, 34, 35,

37, 3g, 40, 41, 42, 44, 45, 46, 47, 48, 51, 53, 54, 57, 68, 70, 72, 73, 75, 81, 84), ま た, 現 行 のチ

ベ ヅ ト大 蔵 経 に残 って い な い も の は24部(3, 7, 8, 18, 23, 24, 28, 29, 31, 49, 50, 55, 56,

58, 59, 60, 61, 63, 65, 71, 74, 79, 83, 85)あ る。 こ の分 類 数 字 は, タ イ トル の比 較 だ け に

よ る もの で あ るか ら, 確 定 的 な もの で は な い に して も, 現 行 の蔵 経 本 とは 異 な っ
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たチベ ット訳が数多く含まれていることがわかる。また, P. tib. 1257の 経論の

うち, それに相当すると考えられる蔵経本が, 版本のコロフォンや従来の研究に

よって漢訳からの重訳であることが明らかになっているものは6部(9, 14, 16, 20,

36, 62)で ある。この他, 41番 目の 『阿弥陀経』の漢訳重訳本断片が敦燵厚本の中

に発見されているし, 85番 目の 『父母恩重経』のチベット訳は現存しないが, デ

ンカルマ目録によって漢訳からの重訳本のあったことが知 られ る7)。71番 目の

『成唯識論』も, 玄奏訳からの重訳 と見なされる部分訳を有する写本が, 敦焼 文

献に確認された8)。一方, 85部 のタイ トルの内, サ ンスクリット語のチベ ット音

写を含む ものは6部(12, 13, 15, 17, 23, 37)存 在する。 さらに, 38番 目の 『解深密

経』などは, 現行のチベ ット大蔵経所収本の異訳本が, 敦焼写本から発見された

が, それは漢訳か らの重訳ではなく, サ ンスクリット本からの翻訳である, とい

われる9)。したがって, P. tib. 1257に リス トされているような経論のチベ ット訳

が, 実在 していたか どうか, については, 今後の敦焼文献の研究を侯った上で結

論付けなければならない。そして, そのチベ ット訳がどのようなものであったか,

とい う問題も同様であるが, 漢訳か らの重訳 と, サ ンスクリヅト本からの翻訳の

ふたつが予想されるのである。
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